
森下　教育長に就任されて約１年が経
ちました。市の伝統を大切にしつつ、
新たな施策にも取り組まれていると
伺っています。
小坂　日本海に面した本市は、大陸文
化の玄関口として栄えてきました。地
域の伝統を重んじつつ、新しいものを
取り入れながら発展してきた、グロー
バル化の先駆けとも言えるまちです。
　そうした歴史的背景がある本市で、
教育において40年以上継承されてい
るのが「３Ｓ学習」です。それは１コ
マの授業を３つのステップで展開す
るもので、ステップ１は、始業と同時
に前時の計画に沿って動き出す「時間
になったらする仕事」、ステップ２は、
個別に課題を追究する「ひとりしらべ」
を経て、クラス全体で問いを深める
「みんなしらべ」を行う「新しい仕事」、
そしてステップ３は、次時の計画を
立てる「次時の計画」です（写真１）。
３Ｓ学習により、子どもは常に学びの

見通しを持って授業に臨んでいます。
森下　現在では全国の学校が「主体的・
対話的で深い学び」の実現を目指して
子ども主体で対話を大切にした授業を
行っています。小浜市ではそうした授
業を長年積み重ねてこられたのですね。
小坂　先日、「生き物の命」を題材に
した、小学３年生の道徳の授業を参観
しました。「ひとりしらべ」を経て「み
んなしらべ」の問いを立てる過程で、
教員が子どもの意見に対して「なぜ、
そう思ったの？」「もう少し具体的に
教えて」などと丁寧に問いかけたとこ
ろ、子どもから「後悔とは何だろう」
という問いが生まれ、哲学的な対話へ
と発展していったその様子を見て、非
常に感動しました。

森下　３Ｓ学習は小浜市が誇るべき教
育資産だと言えますね。
小坂　その通りです。しかし、伝統が
あるが故に型にはまることを心配する
教員もいます。そこで2025年度の「小
浜市学校教育方針」に、３Ｓ学習は授
業の基盤であることを明記しました。
　その上でさらなる進化を目指して
導入したのが、子どものための哲学
対話「ｐ４ｃ」＊１です。それは心理的安
全性が保たれた場で、参加者の「なぜ」
という内なる問い「ワンダー」を起点

に出し合った考えを深めていく手法で
す。教員や子どもがそうした対話を通
じて安心して考えを出し合えば、自分
が持っていた価値観が揺さぶられ、新
しい視点や考え方に気づくことが期待
できます。私は教員時代にアメリカの

全国の教育長に教育施策の立案の視点について尋ねる本コーナー。第14回は、高校教員時代に生徒が開発した
「宇宙食サバ缶」が数多くのメディアに取り上げられるなど、生徒主体・地域連携を軸に据えた探究学習に取り組んできた、
福井県小浜市の小坂康之教育長に、小浜市の教育をさらに進化させる施策やその背景にある思いについて、話を聞いた。
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お話を伺った教育長

小浜市　概要

福井県の南西部に位置する、若狭地域の中
核都市。古くから日本海を隔てた対岸諸国
との交易を開き、日本海側屈指の要港とし
て発展。大陸からもたらされた文化や各地
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人口　約２万 7,000 人　面積　233.11㎢
市立学校数　小学校９校、中学校２校
教員数　約 230 人　児童生徒数　約 2,130 人
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３Ｓ学習を基盤としつつ、哲学対話
や教育ＤＸで授業がさらに進化
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大学で哲学対話を学び、それを高校の
探究学習に取り入れたところ、活動が
一層充実しました。そこで小・中学校
にもｐ４ｃを展開しようと考えました。
森下　地域の高校で成果が出た手法を
小・中学校にも取り入れることで、義
務教育から高校まで、一貫性のある連
続した学びの実現が期待できますね。
小坂　３Ｓ学習の進化に生かそうと、教
育ＤＸにも力を入れています。例えば、
協働学習アプリでクラス全員の考えを
リアルタイムに共有・比較すれば、対
話の質が向上します。紙面や口頭で伝
えるよりも効率的で、対話そのものや
思考の時間をより多く確保できます。
　また、学力調査や定期考査などの
データを詳細に分析し、それを子ども
の学力の向上につなげたいと考えてい
ます。私は教員時代に模擬試験などの
データの分析結果を基に授業改善や学
習指導を行い、生徒の希望進路の実現
を支援しました。小・中学校でも同様
に、テストの結果から子ども一人ひと
りのつまずきを可視化し、個々に寄り
添った支援を充実させていきます。
　そうした専門的なデータの分析を学
校や教育委員会が行うことには限界が
あるため、ビッグデータを持つ外部機
関との連携が必須です。英語について
は中学１年生と３年生で英語４技能検
定＊２を実施し、４技能ごとの到達度や
弱点などを分析して、生徒の学習改善
や教員の授業改善に役立てています。
森下　対話の手法を身につけた上で教
育ＤＸを活用して対話を促進し、デー
タなどの共通の話題があることで、対
話の質が高まると期待できますね。

森下　小浜市では、現場での豊富な経
験に基づいた、具体的で説得力のある
施策を推進されていると感じました。
小坂　私は市内の県立高校で、水産科
の教員として20年余り勤めました。本

市の豊かな水産資源を生かした探究学
習に取り組む中で確信したのが、学び
の基盤は「対話」であり、子どもこそ
が「教育の主体」であることです。
　教育長に就任した当初は、自分の経
験を現場に還元しようと意気込んでい
ましたが、いざ現場を訪れると、そこ
には既に子ども主体の教育と対話を大
切にする土壌ができていました。私の
教育長としての役割は、本市が築いて
きた教育を改めて価値づけて実践を後
押しするとともに、時代に応じた進化
をさせることだと気づいたのです。
　今思えば、私が高校で接してきた生
徒も３Ｓ学習で育ちました。生徒が探
究学習に熱心だった原点が今、ようや
く分かった思いです。
森下　生徒の探究学習に対する熱量の
高さは、小・中学校での「ふるさと学
習」の経験もその要因の１つになって
いるのではないでしょうか。
小坂　おっしゃる通りです。小学校で
は近くの河川での川遊び安全教室（写
真２）や海辺の立地を生かした塩作り
などを実施しています。そうした五感
を使った体験学習が充実していること
も本市の強みの１つです。中学校は２
校とも、生徒が課題を設定する探究学
習に、３学年合同の縦割りの班で取り
組んでいます。地域の伝統の味を守る
ための商品開発や若者の地元就職率向
上を目指す地域企業の調査など、地域
に密着した課題を生徒は設定します。
その経験は高校での高度な探究学習に
つながると確信しています。

森下　今後の展望をお聞かせください。
小坂　次期教育大綱の策定には当事者
である子どもが参画すべきだと考え、
2025年度は小学生から大学生までが
一緒に語り合う「こども未来会議」を
３回開催しました（写真３）。その会
議で「幸せになるために必要な力は何
か」と子どもに問うと、「挑戦する力」
が最も多く挙がりました。そこで「挑
戦するためにはどんな環境が必要か」
と尋ねました。すると、「失敗しても茶
化されない」「難しそうでも応援して
くれる」といった声が返ってきました。
　そうした力や環境は大人の社会でも
必要なものではないでしょうか。私は
十数人の校長の下で勤めましたが、教
員や生徒の挑戦を見守り、失敗しても
フォローしてくれる校長がいる学校
は、学校全体が活気づき、生徒が大き
く成長していました。子どもが挑戦で
きる環境を学校がつくり、学校が挑戦
できる環境を教育委員会がつくる。そ
れが私たちの役割だと思っています。
　教育の目的は、子ども、教職員、地域
住民すべての「幸せ（ウェルビーイン
グ）」の実現にあると私は考えていま
す。教育委員会と学校は教育をともに
創造するパートナーです。子どもを真
ん中に、そして子どもにかかわるデー
タも真ん中に置いて対話を積み重ねる
ことで、小浜市の教育をより確かなも
のにしていきたいと思っています。

写真２　同市の小学校では地域をフィールドに五
感を使う体験学習が盛ん。写真は子どもの遊び場
である川での安全教室の様子。食育にも力を入れ
ており、調理を通して地域の食文化を学び、命を
いただくことへの感謝の心も育んでいる。

写真３　2025 年 12 月に開催された「第２回こ
ども未来会議」の様子。小学生から大学生までの
36 人の参加者が、市の教育目標を実現するため
に必要なことなどをグループで議論。意見をまと
め、グループごとに発表した。
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＊２　ベネッセが提供する、小・中学生を対象とした、タブレットで受検する形式のスコア型英語４技能検定「GTEC」。

小・中学校から高校へと
探究学習をつなぐ

子どもを真ん中に教育委員会
と学校が対話を重ねる
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